
小浜市がめざす将来像

◀計画の詳しい内容は、市ＨＰに掲載しています 問い合わせ　未来創造課☎  64・6008

※小浜らしさ　豊かな風土、歴史、文化、民俗、教育、 

　産業、人柄など
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小浜がめざす将来像に向かって

第６次  小浜市総合計画がスタート

令和 12 年度末ごろまでを目標とする「北陸新

幹線全線開業」による新高速交通時代の幕開け

を控え、失ってはならない「小浜のアイデンティ

ティ（小浜らしさ※）」をあらためて見直し、守

り、研
みが

き、育成するとともに、食の基盤となる

産業をはじめ、さまざまな分野・業界を結びつ

け、人や地域資源を含めた「みんな」で未来の

姿を描く「協働（オール小浜体制）のまちづくり」

を加速します。

また、新型コロナウイルス感染症の拡大により、

社会のしくみや生活様式が大きく変わろうとし

ている中、これまで培われた財産を土台に、AI

（人工知能）や IoT（モノがインターネット通信

でつながる）といった新技術などを柔軟に取り

入れながら、新しい時代の小浜のまちに暮らす

市民・団体・事業者が、それぞれの夢を実現で

きるまちづくりをめざします。

みんなで描く、悠久の歴史と風土が活きるまち
～新たな時代の御食国 若狭おばま～

　

総
合
計
画
は
、
ど
の
よ
う
な
「
ま
ち
」
を
め
ざ

し
て
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
く
の
か

を
ま
と
め
た
市
の
最
上
位
計
画
で
す
。
市
政
運
営

の
行
政
計
画
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
民
・
団
体
・

事
業
者
な
ど
地
域
の
主
体
が
目
標
を
共
有
し
、
共

に
取
り
組
む
こ
と
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
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期
間
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、
令
和
３
年
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〜
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和
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年
度
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10
年
間
で
す
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総
合
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画
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は

　

平
成
27(
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０
１
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年
の
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連
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ッ
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お
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Ｄ
Ｇ
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世
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小
浜
市
で
は
、
第
６
次
小
浜
市
総
合
計
画
の
各

政
策
施
策
分
野
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
め
ざ
す

17
の
ゴ
ー
ル
を
関
連
づ
け
る
こ
と
で
、
総
合
計
画
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
一
体
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に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の
取
組
み

まちづくりの柱 基本とする方針

北陸新幹線全線開業を控え、希望あふ
れる新たなまちの実現をめざし、市民・
団体・事業者・行政のまちづくり意識を

新時代を迎えるまちに向けて序　章

ステージアップし、「みんなで描く、悠久
の歴史と風土が活きるまち」を描いてい
きます。

新時代に向けたまちづくり、持続可能
なまちづくり、さらなる地域力の向上

取り組む
こと 

第１章　　新たな時代を担う人を育むまちの実現

本市のすばらしい自然と落ち着いた環境

を活かした、質の高い子育てや教育の提供は
もちろんのこと、ＩＣＴ（情報通信技術）教
育など新たな時代に対応できる高い志を持っ

た人づくりに取り組むとともに、地域資源を
活かしたふるさと学習や地域団体と連携した
地域活動の展開など、郷土愛の醸成に取り組
みます。

生涯食育の推進、子育て環境の充実、
学校教育の充実、社会教育の充実

取り組む
こと 

第２章　　みんなが安全・安心に暮らせるまちの実現

災害から市民の生命・財産を守るとともに、
交通安全や防犯の強化など、市民が安全・安
心な暮らしを営むことができるまちづくりを
進めます。また、市民が自ら健康に関心を持

安心して暮らせるまちづくり、
健康づくりの推進、地域共生
社会の実現

取り組む
こと 

つとともに、支え合いながら元気に暮らせる
まちづくりを進めます。

第３章　　悠久の歴史と風土を活かした観光のまちの実現

本市が有する地域固有の文化が外部から評
価されることにより、市民の誇りや郷土愛の
醸成、文化の継承や新たな魅力の創造、さら
に新たな来訪者を呼び込むといった好循環を
生み出すしくみづくりに取り組みます。北陸

観光・交流活動、文化財の活
用・保存、環境保全の推進

取り組む
こと 

新幹線敦賀開業やその先の北陸新幹線全線開
業を視野に入れ、人と人とが笑顔で行き交う
まちの創造に取り組み、観光交流人口の増加
により、観光消費額を拡大させ、地域経済の
発展を図ります。

第４章　　活力ある産業をみんなで育てるまちの実現

　商工業や農林水産業など地域資源を活用し
た産業において、先端技術の導入や観光業な
ど他分野との連携により地域経済循環のしく
みづくりを進めます。新型コロナウイルス感

商工業の振興、農林水
産業の振興

取り組む
こと 

染症の拡大による「新たな常態・常識（ニュー
ノーマル）」への対応のほか、ライフスタイル
の変化に合わせ、テレワークなどを活用した
多様な働き方を推進します。

第５章　　新たな時代に向けた住み心地の良いまちの実現

　新高速交通時代の到来や自動制御・自動運
転技術をはじめとする先端技術の発達など、
社会の変化に適切に対応することにより、新

新高速交通時代に向けて住
み心地の良いまちの形成

取り組む
こと 

たな時代をすべての市民が笑顔で迎えること
ができるまちづくりを進めます。

市では、昨今の人口減少、少子・高齢化やデジタル化の進展、また経済のグロー
バル化などの社会経済情勢の変化を踏まえ、これまでの取組みの成果を評価した
上で、今後 10年間のまちづくりの指針となる新たな総合計画を策定しました。
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小
浜
市
市
制
施
行
70
周
年

　小浜市は今年の３月 30 日に、
市制施行 70 周年を迎えました。
この節目の年に、先人たちが築
き上げた素晴らしいまちを見つ
め直すとともに、記念すべき年
を市民の皆さんで祝い、小浜市
のさらなる飛躍へつなげていき
ましょう。
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年
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制
施
行
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生
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小
浜
町
、
内
外
海
村
、
松
永
村
、
遠
敷
村
、

国
富
村
、
今
富
村
、
口
名
田
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、
中
名
田
村
の

１
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合
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口
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５
３
８
６
人

◇
国
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１
６
２
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開
通

◇
台
風
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死
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軽
傷
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宮
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◇
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の
木
に
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ツ
ツ
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選
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と
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提
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玉
県
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越
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と
姉
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提
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鵜
の
瀬
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「
名
水
百
選
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に
選
ば
れ
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若
狭
か
れ
い
が
皇
室
に
初
献
上

◇
内
外
海
小
学
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開
校

こ
れ
ま
で
の
70
年
間
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
主
な
出
来
事

を
年
表
で
振
り
返
り
ま
す
。

小浜市では、70 周年を記念してさ
まざまな記念事業を実施します。

ー 記念事業の特長 ー
□事業の多くは、市民の皆さんの力で
　実施します
□事業によって、開催時期や参加対象
　者が異なります。詳しくは、問い合

わせ先（7P）まで

ぜひ参加していただき、70 周年を
迎える小浜市を「みんな」で盛り上
げましょう。
※新型コロナウイルス感染症対策を徹底
　して実施します。感染症の影響により、
　事業が中止になる場合があります
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８
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選
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O
オ バ マ

BAMA L
リ ビ ン グ

IVING P
パ ー ク

ARK C
キ ャ ラ バ ン

ARAVAN P
プロジェクト

ROJECT
市内で活躍する人と新しいチャレンジが集う地域づく
りの場を創出。護松園（北塩屋）前の広場から事業を
スタートする。※ 8～ 11月の第 3日曜日に実施予定
【実施団体】O

オ ー プ ン

PEN O
オ バ マ

BAMA

20 周年30周年50周年

将来を担う人材（＝小浜人）づくり、活躍できる地域づくりにつながる事業を市民活動
団体から募集し、本市のさらなる地域力の向上につなげます

　夜でも「映
ば

える」商店街
市民と商店街店主との協働で、小浜駅通り商店街の店舗
でシャッターアートを制作し、商店街のにぎわいを生む。
※ 7月に参加者を募集
【実施団体】小浜駅通り商店街振興組合

「はばたけ未来へ」20周年記念ブリリアントコンサート
市内の若手演奏家によるコンサートと、市民が中
心となる記念ミュージカル公演を実施。
※ 8月 29日㊐に実施予定
【実施団体】「はばたけ未来へ」実行委員会

　若狭小浜 放生祭 御旅所披露、宵山巡行
若年世代が中心となり、全区の出し物の集結・
共演を実現する。
※新型コロナウイルス感染症の影響により中止が決定
【実施団体】放生祭 祭礼委員会　

　鯖街道案内ガイド養成事業
日本遺産「鯖街道」を次代へ守り伝えるために、
鯖街道ウオーキングの若手ガイドを育成する。
※ 10月 16日㊏・17日㊐に実施予定
【実施団体】  鯖街道ウオーキング実行委員会

「おばまを担う人材（財）と地域」育成枠

事業の区分

「郷土愛」醸成枠

人づくり、地域づくりにつながる取り組み

シビックプライド（郷土愛）醸成につながる取り組み

次のページへ
続きます

◀

市民提案事業
70周年記念

　三丁町バザール
三丁町で飲食・フリーマーケット・ワークショッ
プなどを開催してにぎわいを創出。
※９月中旬、10月 31日㊐に開催予定
【実施団体】三丁町寄り合い

　人権桜の記念標設置・アーカイブ事業
桜の記念標を制作し設置するとともに、子どもた
ちにハンセン病の歴史を伝え、人権問題への理解
を深める。※式典を 9月 28日㊋に実施予定
【実施団体】ハンセン病回復者との交流 30周年記
念事業実行委員会

　地酒「岳
やまおろし

颪」吟醸生酒の開発と
    地下水の有効利用
今富地区内で作付けした酒米を使用し、70周年記
念ラベルをあしらった記念醸造生酒の作成と、今
富公民館（和久里）敷地に水汲み場の整備。
【実施団体】今富酒造り体験事業の会

エンゼルライン活用　ヒルクライム＆
　スカイツリーの高さから眺める若狭湾
ロードバイク競技の開催に合わせ、スカイツリー
の高さから若狭湾を一望できる展望車を設置。
※ 9月実施予定
【実施団体】ヒルクライム♡エンゼル実行委員会

　「もっと知ろう　小浜の歴史と文化」
市民に「小浜のことを学ぶ場」を提供し、観光ボ
ランティアとして活躍する人材を発掘。
※実施中、本紙 13Pで紹介
【実施団体】観光ボランティアガイド 若狭の語り部

若狭路博2003での千年行列（平成15年）

若狭西街道全線開通（平成 21年）

10 周年

- 小浜市クイズ -
これは
何の形
でしょう？

正解は 7P

町家 d
で

e フェスタ  2021
空き家を活用してフェスタを開催し、楽しみながら伝統
建築・町並みの良さを再発見してもらう機会をつくる。
※ 10月 30日㊏・31日㊐に開催予定
【実施団体】小浜西組町並み協議会

小
浜
市

周
年

「みんな」で盛り上げる記念事業

40 周年
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平
成
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平
成
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平
成
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平
成
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狭
西
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道
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線
開
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◇
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の
駅
「
若
狭
お
ば
ま
」
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ー
プ
ン

◇
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鶴
若
狭
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車
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Ｉイ

ン
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用
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華
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友
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相
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小
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」
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催
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鶴
若
狭
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動
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全
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◇
「
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と
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つ
な
ぐ
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狭
の
往
来
文
化

　

遺
産
群
〜
御
食
国
若
狭
と
鯖
街
道
〜
」

　

が
日
本
遺
産
第
１
号
に
認
定

◇
「
ミ
ラ
ノ
国
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博
覧
会
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に
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展

◇
「
小
浜
市
ま
ち
の
駅
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が
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ン

◇
上
方
落
語
協
会
と
「
落
語
に
よ
る
地
域

　

振
興
」
に
関
す
る
連
携
協
力
協
定
を
締
結

◇
北
陸
新
幹
線
小
浜
・
京
都
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ー
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に
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定

◇
農
林
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省
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泊
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化
海
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地
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（
Ｓセ

イ

バ

ー

Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｊジ

ャ
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ン

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）」
に
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定

◇
「
荒
波
を
超
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い

　

だ
異
空
間
〜
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集

　

落
〜
」
が
日
本
遺
産
に
追
加
認
定

◇
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
・
福
井
し
あ

　

わ
せ
元
気
大
会
２
０
１
８
開
催

◇
小
浜
美
郷
小
学
校
が
開
校

◇
「
小
浜
市
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

　

タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン

◇
「
鯖
街
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
オ
ー
プ
ン

◇
国
富
地
区
で
57
年
ぶ
り
に
コ
ウ
ノ
ト
リ

　

の
ひ
な
が
誕
生

◇
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
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レ
ー
実
施

平
成
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年

平
成
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年

平
成
31
年

令
和
元
年

令
和
２
年

令
和
３
年

□  市民提案・協働事業に関すること 未来創造課☎  64・6008 □ 記念式典に関すること 総務課☎  64・6002
□「萎えぽよエリアぶちアゲ活性化ツアー」「食のまちづくり条例制定 20周年シンポジウム」に関すること
 　 食のまちづくり課（食文化館）☎  53・1000

Ｅ
イー

－ s
ス ペ ー ス

pace プロジェクト
市内飲食店の店内を学習スペースとして開放して
もらう仕組みをつくる（この事業は高校生が提案）。
【実施団体】Ｅ－ space チーム

　みんなで作ろう七夕まつり
まちの駅に市民から集めた願い事短冊を飾り、七夕
期間中はライトアップや特設アトラクションを開催。
※開催済み、本紙 13Pで紹介
【実施団体】小浜商工会議所青年部 七夕まつり実行委員会

60 周年

　古民家で伝承料理をお膳で味わう。
郷土料理の振る舞いや PR活動を通じ、地域に伝
わる食文化を次世代へ継承する。
【実施団体】だるま会女性部

青井川景観整備事業
小浜公園の散歩道を整備し、憩いの場としての魅力アップ
と子どもたちの自然学習に活用。※整備を 10月に実施予定
【実施団体】青井の未来を考える会

　音楽の力で地域活性化
　企業 in 若狭のオリジナルソングを作ろう
市内の企業が参加し、オリジナルソングを作成。
【実施団体】おたまじゃくし E

エクスプレス

xpress

四十二箇所お地蔵めぐり～ 123 体のお地蔵さん歩
ぽ

～

地区内に点在する地蔵堂 42 箇所・化粧地蔵 123
体を巡るマップを作成し、ツアーやスタンプラ
リーを実施。※ 11月 3日㊌㊗に実施予定

旧国富小学校グラウンドの芝生化事業

グラウンドに芝生を植え、「国富の郷 芝生公園（仮
称）」として地区民の憩いの場を整備。※実施済み

市民協働事業
70周年記念 「人づくり」「地域づくり」につながる事業などに取り組む地区のまちづくり協議会から、

市のさらなる地域力向上につなげる事業を募集します

西津地区 国富地区

※このほか全ての地区で事業を計画中です

市民提案事業
70周年記念

市制施行 70周年記念式典

多くの市民の皆さんと市の直近 10 年間を振り返
り、市民・団体および関係者などの功績に感謝す
るとともに、市の優れた地域資源を発信します。

と　き　11月３日㊌㊗
内　容　記念式典・市長表彰

問い
合わせ

庚
こうしんどう

申堂・身代わり申
ざる

　景観ブラッシュアップ事業
魔除けのお守りとされる「身代わり申」を香取区
および飛鳥区、庚申堂に飾り付ける。
※ 10 月 30 日㊏・31日㊐に実施予定
【実施団体】庚申堂世話人会

　環境にやさしく安全なエアガンで、
　カワウから天然アユを守る！
エアガンとドローンを使用し、カワウやサギの追
い払いを実施し、南川の天然アユを守る。
※不定期で開催中
【実施団体】若狭小浜エアソフトガン協会

　みんなの生涯学習～きょうここ～
障がいの有無にかかわらず、「災害」「金融リテラシー」
「先進地視察」などの学びの機会や、多様な人が交流
できる場をつくる。※講演会を 8月 4日㊌に実施予定
【実施団体】ぴーすふるわかさ

小浜 ICの開通を前に、舞鶴若狭自動車道を歩く
「ハイウェイウォークおばま」を開催（平成23年）

　70周年記念メッセージ看板の設置

総合運動場前の国道を通る
市民に笑顔でがんばっても
らうメッセージを届ける。
※設置完了（写真右）
【実施団体】口名田みち
もりの会

70 周年

市民の皆さんが集まり、日本遺産認定を
祝ってくす玉を割る（平成 27年）

北陸新幹線小浜・京都ルート決定を受けて、
市民の皆さんが喜びの声をあげる（平成28年）

まちの駅オープンを記念して、放
ほうぜまつり

生祭の山車、
大太鼓、神楽、獅子が演

だ

し物を披露（平成28年）

5P のクイズの答え　「小浜市」の形

将来を担う人材（＝小浜人）づくり、活躍できる地域づくりにつながる事業を市民活動
団体から募集し、本市のさらなる地域力の向上につなげます

お笑い芸人Ｅ
イグジット

ＸＩＴによる地方創生プロジェクト
「萎

な

えぽよエリアぶちアゲ活性化ツアー」

ＥＸＩＴが出会ったモノやスポット、人々の魅力を発信す
る企画の開催地の１つに小浜市が選出され、ツアーが決定。

と　き　８月 22日㊐
ところ　文化会館（大手町）
主　催　吉本興業（株）
共同開催 小浜市・イワシタ物産（株）

市民の皆さんとこれまでの食のまちづくりを振り返るととも
に、新たな展開に向けた契機となるよう、シンポジウムを開催。

食のまちづくり条例制定 20周年シンポジウム

※詳細は、広報おばま 11月号でお知らせします


